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第９回 細胞制御セミナー 

要旨：炎症、変性疾患、がん、代謝異常などの様々な疾患が、タンパク質の構造異常
によることが知られており、それらをコンフォメーショナル病とよぶ。近年、この
病態メカニズムに小胞体ストレスの関与が注目されており、疾患克服のためには、
小胞体の品質管理システムの理解が重要である。ここではその精巧なメカニズム、
ならびにその破綻によって引き起こされる疾患の分子メカニズムについて紹介した
い。 
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